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アクチュアリーとデータサイエンス

アクチュアリーとは

• “確率や統計などの手法を用いて、将来の不確実な事象の評価を
行い、保険や年金、企業のリスクマネジメントなどの多彩な
フィールドで活躍する数理業務のプロフェッショナル”

データサイエンスとは

• 数学や統計、機械学習、プログラミングなどの理論を活用して、
データからビジネスに活用可能な価値を引き出す技術
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アクチュアリーの持つ専門性は
データサイエンスとの親和性が非常に高い

https://www.actuaries.jp/actuary/

https://www.actuaries.jp/actuary/


日本アクチュアリー会の取り組み

会員向け教育

• データサイエンス専門講座や特定分野研修（2024年度から正会
員認定要件）を開催し、データサイエンスに関する基礎知識や実
務的な技術を教育

調査研究

• 専門ワーキンググループを設置し（2019年～）、データサイエ
ンスの技術・手法を会員が活用しやすくなるよう、基礎的な調
査・研究の実施とその成果の会員共有を実施
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当該専門ワーキンググループが、
現在のデータサイエンス関連基礎調査部会（以下、DS部会）



DS部会の活動実績
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時期 内容

2017年7月 第３回例会「将来を見据えたアクチュアリー教育像 ～ＩＡＡシラバス改定の議論～」

2017年11月 データサイエンスに関する会員アンケートを実施

2018年8月 「若手ディスカッション」を組成（後のDS部会の原型）

2018年12月 第７回例会 早稲田大学と共催
■特別講演 「会計に関するデータサイエンス」
■「データサイエンスの技術」というテーマで４つのプレゼンとパネルディスカッションを実施

2019年6月 報告 データサイエンスへの取り組みについて（予備的報告書）
アクチュアリーがデータサイエンスにどのように向き合うべきか？

2019年9月 データサイエンス関連基礎調査WG 設置

2020年3月 報告 予測モデリングにおける誤差評価に関する研究報告

2020年7月 報告 SOAのExam PA: Predictive Analyticsの翻訳（2018年12月、2019年6月のSOA試験）

2020年9月 報告 Rを用いたデータの可視化技術 解説書

2020年12月 第4回例会「予測モデリングにおける誤差評価に関する研究」

2022年6月 Actuarial Colloquia 2022（オンライン）
論文発表 “A New Framework of Prediction Error Decomposition for the Machine Learning Era”



DS部会の活動実績
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時期 内容

2022年9月 Convention A （オンライン）
DSWGの研究成果の発表を含むデータサイエンスに関するセッションを実施

2022年12月～
2023年3月

ムーンライトセミナー
“Interpretable Machine Learning”というテーマで実施

2023年5月 ICA2023（シドニー）
論文発表 “Random Forest Model with Prediction Error Decomposition Function”

2023年6月 報告 SOAのExam PA: Predictive Analyticsの翻訳（2019年12月、2020年6月のSOA試験）

2023年9月 論文 予測モデリングとアクチュアリー実務：汎用的な誤差分解・推定手法の必要性と可能性

2023年11月 2023年度年次大会「アクチュアリー✕データサイエンス どう使う？どう学ぶ？」

2024年3月 Convention A （オンライン）
ランダムフォレストに関するパネルディスカッションなどデータサイエンスのセッションを実施

2024年6月 解説書執筆 Interpretable Machine Learning

2024年9月 IAA Joint Colloquia 2024（ベルギー）
発表 "A New Framework to Quantify Insurance Liabilities Prediction Error Applicable to Machine 
Learning Models"

2024年11月 2024年度JARIP研究発表大会パネル「機械学習技術のアクチュアリー実務への活用に関する展望」



DS部会の活動実績
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時期 内容

2024年11月 2024年度年次大会「データサイエンス関連基礎調査WGの活動報告」

2025年4月 データサイエンス関連基礎調査部会に改称

2025年11月 2025年度年次大会「アクチュアリー業務における新たな分析・解釈手法の活用～位相的データ解析（TDA）およ
び最大解釈分解（MID）」（ASTIN関連研究会と共催）

2025年11月 第4回例会「一般化加法モデルを用いた脱退率推定の改善」

2025年12月～
2026年2月

ムーンライトセミナー「新たなIML手法「MID」を用いて機械学習モデルを読み解く」

2026年3月 Convention A Asia（オンライン）
DS部会の研究成果の発表を含むデータサイエンス・AIに関するセッションを実施

そして現在、ICA2026（東京）に向けて精力的に活動中



DS部会のあり方

AI時代におけるアクチュアリーの使命とキャリア形成

• 会員が次のキャリアを切り拓くための学びを提供

• 伝統的な保険数理×データサイエンス技術を

• 実務で使えるものを
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DS部会のミッション

1. 普及

• 会員へのデータサイエンス技術の展開
• 次のキャリアを切り拓く学びのプラットフォーム

2. 研究

• アクチュアリアル・データサイエンスの調査研究
• ドメイン知識×データサイエンス技術の独自領域

3. 実装

• アクチュアリー実務とデータサイエンス技術の橋渡し
• 実務で実際に使えるものの追及
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1. 普及：具体的な取り組み例

可視化技術の解説書

• アクチュアリーが身につけておき
たいデータ可視化技術をまとめた
解説書

• モデリング等の前段階で行うEDA
（探索的データ解析）において、
可視化は重要な役割を担う
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アクチュアリージャーナル 第112号「Rを用いたデータの可視化技術解説書」



1. 普及：具体的な取り組み例

試験問題の調査

• SOAなどの海外のアクチュアリー会のデータサイエンスに関する
試験問題・解答の翻訳

• グローバルな試験トレンドの分析を通じた、国内アクチュアリー
が備えるべき知識水準・スキルの明確化

オープンソースライブラリの調査

• アクチュアリー実務と親和性の高いオープンソース系プログラミ
ング言語のライブラリの調査

• 実務へのスムーズな導入に向けた、代表的なライブラリの機能検
証と活用可能性の整理
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2. 研究：調査研究テーマ例

汎用的な予測誤差評価および予測誤差分解手法

• 機械学習を含むあらゆる予測モデルに適用可能なデータドリブン
手法を開発

• 以下のような重要な意義が存在
• 予測誤差の要因（予測モデル or 学習データ等）の把握

• モデル選択への活用

• モデリングプロセスのレビュー、モデルを用いた意思決定への活用

• モデルガバナンスの改善
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2. 研究：調査研究テーマ例

ランダムフォレストの応用

• ランダムフォレストはアクチュアリーにとって強力なモデルにな
り得る
• 広く知られモデルの原理的な解釈がしやすい

• 予測精度が高いモデルである

• ハイパーパラメータのチューニングが比較的容易である

• 統計的性質に関する研究が近年進展している→ 誤差分布の一致性

• ランダムフォレストを活用した予測誤差分解手法を開発
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予測誤差の定義とその分解

Kuriyama et al.(2022)の定義

予測誤差は

• 新しい観測対象 𝑥 に対する予測モデルの値 መ𝑓𝑛 𝑥 と実績値 𝑦 の
乖離度

• 目的関数として二乗誤差を仮定しており、次のとおり表される

Err𝑛(𝑥) ≔ E 𝑦 − መ𝑓𝑛 𝑥
2
ȁ𝑥

• 種々の条件の下、モデル誤差・パラメータ誤差・プロセス誤差の
３つの要素に分解できる
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３つの要素のイメージ
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イメージ図 補足

モデル誤差
• 誤差の要因は不適切な予測モデル
• 予測モデルと真のモデルの乖離度

パラメータ誤差
• 誤差の要因は学習データの有限性
• パラメータ（推定量）の分散

プロセス誤差
• 誤差の要因は内在する不確実性
• 予測モデルが真の下での条件付分散

イメージ図 補足

モデル誤差
• 誤差の要因は不適切な予測モデル
• 予測モデルと真のモデルの乖離度

パラメータ誤差
• 誤差の要因は学習データの有限性
• パラメータ（推定量）の分散

プロセス誤差
• 誤差の要因は内在する不確実性
• 予測モデルが真の下での条件付分散



３つの要素のイメージ
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イメージ図 補足

モデル誤差
• 誤差の要因は不適切な予測モデル
• 予測モデルと真のモデルの乖離度

パラメータ誤差
• 誤差の要因は学習データの有限性
• パラメータ（推定量）の分散

プロセス誤差
• 誤差の要因は内在する不確実性
• 予測モデルが真の下での条件付分散

定義 Kuriyama et al. (2022)の数式

モデル誤差
予測モデルが適切でないことに起因する
誤差 Err𝑛

mod 𝑥 ≔ E መ𝑓𝑛 𝑥 ȁ𝑥 − 𝑓 𝑥
2

パラメータ誤差
予測モデルが適切であったとしても、予
測モデルを構成するパラメータ等が適切
でないことに起因する誤差

Err𝑛
par

𝑥 ≔ V መ𝑓𝑛 𝑥 ȁ𝑥

プロセス誤差
予測モデルや予測モデルを構成するパラ
メータ等が適切であったとしても、内在
する不確実性に起因する誤差

Err𝑛
pro

𝑥 ≔ E 𝑦 − 𝑓 𝑥
2
ȁ𝑥



2. 研究：調査研究テーマ例

DB年金制度の脱退率推定の改善

• 確定給付企業年金制度の脱退率推
定において現行手法が抱える課題
を整理し、一般化加法モデルを用
いた改善策を提案

• 『確定給付企業年金に関する数理
実務ガイダンス』に成果が反映
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車谷優樹, 岩沢宏和 (2025)「一般化加法モデルを用いた脱退率推定の改善」リスクと保険



2. 研究：調査研究テーマ例

新たなIML手法

• アクチュアリーが高度な機械学習モデルを実務で使用するには、
そのモデルが解釈できる（説明できる）ことが必要

• 機械学習のブラックボックスモデルにおける既存の解釈可能性手
法の課題を検証し、それらを克服する新たな手法を開発

• 関数分解の考え方を応用したMID（Maximum Interpretation 
Decomposition）
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MIDの定義
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2024年度年次大会資料「データサイエンス関連基礎調査 WG の活動報告」



既存手法の課題の解決
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2024年度年次大会資料「データサイエンス関連基礎調査 WG の活動報告」



Rパッケージ
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• CRAN https://CRAN.R-project.org/package=midr

2024年度年次大会資料「データサイエンス関連基礎調査 WG の活動報告」

https://cran.r-project.org/package=midr
https://cran.r-project.org/package=midr
https://cran.r-project.org/package=midr
https://cran.r-project.org/package=midr
https://cran.r-project.org/package=midr


3. 実装：具体的な取り組み例

ワークショップの開催

• IML手法の理論や具体例に関する講義の実施と、それを踏まえた
テーマ別のグループワークの開催

• IMLに関する考察や議論を行うことで、単なる知識のインプット
に留まらない、実務に直結する分析スキルの習得や会員間のノウ
ハウ共有を実現

アクチュアリー実務との橋渡し

• 保険実務で実際に使用されるデータを用いた、IML手法の具体的
な適用プロセスの研究を通じ、橋渡しの仕組みを具現化
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3. 実装：具体的な取り組み例

実務ガイダンスの作成

• データサイエンス技術を実務で活用するにあたっては、以下のよ
うな点に関する指針やベストプラクティスを含むガイダンスが必
要
• 用途によって求められる予測精度や説明可能性が異なるなか、用途に応

じてどのような手法を用いるべきか

• 公平性や透明性をどのようにレビューするか

• 会員が、実務においてデータサイエンスの手法を利用するにあ
たって参照できるような、教育的文書の作成を検討中
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ガイダンス目次イメージ
DS技術を活用する際の実務ガイダンスと事例集
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I. 実務ガイダンス

1. はじめに（目的・背景）

2. DSプロセスの概要と保険数理業務への応用

i. DSプロセス

ii. 保険数理業務における具体的な応用分野

iii. 応用において留意すべき観点（透明性・公平性等の倫理的観点）

3. DSプロセスの各段階におけるポイント

i. モデリング

ii. モデルの検証・評価・選択 （予測精度・解釈可能性等の技術的観点）

iii. モデルの運用・継続的モニタリング

iv. 第三者レビュー

4. 関連法規制

5. ガイダンスの今後の運用方法

II.事例集

1. 国内外の分野別ベストプラクティス

2. 具体例や課題から得る教訓



米国の状況（NAIC）

• 全米保険監督官協会（NAIC: National 
Association of Insurance Commissioners）
には、予測モデリングのレビューに特化した
タスクフォースとブッククラブが存在し、
予測モデリングに関するガイドラインをホワ
イトペーパーとして公表

• 以下のガイドラインを定義

• GLM（右図）

• スプラインGAM

• ペナルティ付回帰
(RGLM: Regularized GLM)
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https://content.naic.org/sites/default/files/CA-WP_1.pdf

https://content.naic.org/sites/default/files/CA-WP_1.pdf
https://content.naic.org/sites/default/files/CA-WP_1.pdf
https://content.naic.org/sites/default/files/CA-WP_1.pdf


米国の状況（NAIC）

• NAICはRGLMに関するガバナンス規定の公開
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DS部会としての展望

ユーザーの裾野拡大

• 調査研究や成果の会員への共有にとどまらず、データサイエンス
ユーザーの裾野拡大に貢献する取り組みを継続

プレゼンス向上

• 海外ではアクチュアリー団体が、データサイエンス手法に関する
チュートリアルやモノグラフの執筆を実施し（そしてそれが資格
試験教材に）、規制当局がモデルガバナンス規程にデータサイエ
ンス手法を導入している事例がある

• 日本としても、データサイエンスの導入を一層推進するべく、教
育体制の強化や適切な情報提供が求められる
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